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安全にお使し、し、ただくために

本書は使用者に注意していただきたい箇所に以下の表示をしています。

これらの記号の箇所は必ずお読みください。

閤この取扱説明書では、製品を安全にお使いいただくために、次のマークを使用して説明しています。

企危険
この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷を

負う危険が切迫して生じることが想定される内容を示しています。

必警告
この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が死亡または重傷を

負う可能性が想定される内容を示しています。

A注意
この表示事項を無視して、操作や取り扱いを誤ると、使用者が傷害を負う可能性が想

定される内容、および物的損害のみ発生が想定される内容を示しています。

圏お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

① この表示はしてはいけません「禁止jを示しています。

領静 この表示は必ず実行していただきたい「強制」を示しています。

① この表示は一般的な「注意」を示しています。

園本機で使用している記号について説明します。

注斗 本体にこの記号がついている部分は感電の可能性が想定されることを示しています。

@ 保護接地用端子です。大地アースに接続してください。

J-， アース端子のある負荷に対して接続してください。

直流 (DC)を表します。

f¥_ノ 交流 (AC)を表します。

ペノ 直流及び交流の両方を表します。

ヨ~ 3相交流を表します。



{ご注意]

1.本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。

2.本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。

3.本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤り、記載もれなど

お気付きのことがありましたら、ご連絡ください。

4.運用した結果の影響について、 2.項に関わらず責任を負いかねますので、ご了承下さい。

安全にお使いいただくために
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HXシリーズは、入力電源AC180V'"'-'220V3相を使用する業務用電源装置です。

使用方法を誤ると、死亡、感電、けがなどする恐れがあり、また火災が起こる可能性があります。

使用する前に本書をよくお読みになり、操作を理解した上で、お使いください。また、本機は

電気の安全に関する知識のある専門家、またはその指導の下でご使用ください。

電源を入れる前に、本書をお読みになり、設置場所および使用環境が適切かご確認ください。

また、異常が発生した場合は、直ちに電源を切り岡高砂製作所にご連絡ください。

ご注意

-ラジオ・テレビ等の近くでご使用になると、受信障害を与えることがあります0

・本磯は、医療関連、原子力関連など人命に関わる設備としての使用を想定していません。

2 



田 老た

安全にお使いいただくために・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

目 次・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

1 . 概 要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 
1. 1 概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

1. 2 開梱・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

1. 3 各部の名称と機能.................................................. 8 

2. 設置...................................................................... 1 5 

2. 1 設置場所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 6 

2. 2 動作電源の接続・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 6 

2. 3 出力の接続・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 8 

3. 基本的な使い方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 9 

3. 1 工場出荷時の設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

3. 2 定電圧電源としての使い方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 1 

3. 3 定電流電源としての使い方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22 

3. 4 出力 ON-OFFスイッチのモード設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23 

3. 5 過電圧保護団路・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

4. 外部コントロール端子の使い方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25 
4. 1 外部コントロール端子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 

4. 2 リモートセンシング・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27 

4. 3 出力電圧の外部コントローノレ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

4. 4 出力電流の外部コントローノレ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32 

4. 5 外部接点による出力の ON/OFF・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35 

4. 6 外部接点、によるスイッチング停止・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36 

4. 7 モニター出力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 7 

4. 8 ステータス出力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38 

4. 9 直列運転・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40 

4. 1 0並列運転・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42 

5. 特殊な負荷・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 45 
5. 1 バッテリ}の充電・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 

5. 2 バッテリーの放電・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48 

5. 3 逆電流のある負荷................................................49 

5. 4 パルス電流負荷・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50 

3 



6. デジタルコントロール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 1 
6. 1 システムの構成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 52 

6. 2 機能・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53 

6. 3 HXの設定......................................................54 

7. 保守・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 5 
7. 1 保証期間について................................................56

7. 2 保守サービスについて............................................56

7. 3 保守と点検・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 56 

8. 仕様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 7 
8. 1 出力仕様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 58 

8. 2 入力仕様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 58 

8. 3 定電圧特性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 58 

8. 4 定電流特性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 9 

8. 5 計測・表示・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 9 

8. 6 保護機能・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 9 

8. 7 リモートセンシング・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 9 

0

0

0

1

1

1

3

4

5

6

 

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

 

図路

ル

一

一

一

一

一

一

一

回

レ，ノ

能

ロ

一

一

一

一

一

一

図

}

機

ト

庄

一

一

量

一

一

ク

ロ

の

ン

耐

一

境

重

一

一

ツ

ト

他

コ

・

一

環

・

一

一

ロ

ン

の

部

縁

却

作

法

一

図

ブ

コ

そ

外

絶

冷

動

寸

一

観

路

部

0

1

2

3

一

外

回

外

8

9

1

1

1

1

 

ーょっ臼

Q
U

8

8

8

8

8

8

一

録

録

録

付

付

付

録付

4 



/TIT-

弟

概要

=r'T 

耳主

この章では、機能概要、各部の名称と機能など本機の概要について説明を行います。

1.1 概要..............................................................................6 

1.2 開梱..............................................................................7 

1.3 各部の名称と機能....................................................................8 
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1.1 概要

HXシリ}ズは、高周波スイッチング方式の可変形直流安定化電源です。

定電圧または定電流のどちらのモードでも使用することができ、ゼロからプルスケーノレまで、

任意に設定することができます。

また、次のような特徴があります。

《特徴》

0 小型・大容量

高周波スイッチング方式と新技術の採用により、従来機種に対し小型化(約1/5の体積)

と大容量化(1台.1 2 '" 1 5 k W)を実現しました。(*1) 

0 高電圧対応

出力電圧600Vまで対応可能です。

0 対環境性能の向上

内部構造の最適化により、電気部品に冷却風が直接当たらない構造としました。

これにより、汚染物資等による電源内部のショート事故が軽減されます。

0 優れた拡張性

2台までのマスタースレーブ直列接続(*2)、10台までのマスタースレーブ並列接続転

が可能となっており、容易に大容量化することができます。

0 容易なシステムアップ

外部コントロールコネクタに外部の抵抗を接続したり、電圧を加えることで出力電圧、電

流のコントローノレが容易にできます。

外部接点による出力オン、オフも可能です。また、出力電圧、電流のモニターや電源の状態

を外部に出力するステータス出力を備えています。

さらにオプションのD/A変換ボードFXOP-01TBを実装することで、プログラマー

TC-9 1 1 Fによるコントローノレができ、 GP-IBまたはRS-232Cにより、パソコン

などで容易にコントローノレすることができます。

注) *1 : 当社FXシリ}ズの同一容量との比較

*2: 300 Vタイプまで
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1.2 開梱

ご購入時には、次の付属品をご確認ください。また、外観に傷がないかをご確認ください。

①外部コントロ}ノレ用コネクター

EXT. CONTROL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. 1個

STATUS OUT..... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. 1個

REMOTE SENSING. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. 1個

②端子カバー

出力用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1個

入力用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1個

③ 取扱説明書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1部
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1.3 各部の名称と機能

図1-1'"'"'図1-4にフロントパネル、リアパネノレを示します。

位置 名称 機 能

|① WPOWERJ] 動作電源の開閉スイッチです。

入力電源スイッチ W I J]を押すと ON、W0 J]でOFFとなります。

-出力電圧を表示します。

② 
W v J] WCV /CC PRESETJ!スイッチ⑩を押すと、定電圧設定値を

電圧計 表示します。

WOVP SETJlスイッチ⑪を押すと、 OVP設定値を表示します。

W A Jl 
-出力電流を表示します。

③ WCV/CC P肥SETJ]スイッチ⑮を押すと、定電流設定値を
電流計

表示します。

WCVJ] 

④ 定電圧ランプ 定電圧 (ConstantVol tage)モードで動作しているときに点灯します。

(緑色LED)

WccJl 

⑤ 定電流ランプ 定電流 (ConstantCurrent)モードで動作しているときに点灯します。

(赤色LED)

定電圧値を設定するツマミです。

⑥ 
WVOLTAGEJ] 定電流電源として使用するときは、出力電圧の制限値を設定します。

電圧設定ツマミ 1 0回転ポテンショメータで、時計方向に回転しますと電圧が

増加します。

定電流値を設定するツマミです。

⑦ 
Wc叩阻NTJl 定電圧電源として使用するときは、出力電流の制限値を設定します。

電流設定ツマミ 1 0回転ポテンショメータで、時計方向に回転しますと電流が

増加します。

出力の ON/OFFを行います。

WOUTPUT セレクター WCONTlNUE-TOGGLEJ]⑫で ((TOGGLE))に

③ 
ON/OFFJ] 設定してあるとき有効です。

出力 ON/OFF 電源投入時の初期状態では、出力はOFFであり、

スイッチ WOUTPUT ON/OFFJ]スイッチを押すたびに、
ON→OFF→ON...... を繰り返します。

WOUTPUTJ] 

⑨ 出力表示ランプ 出力 ONのときに点灯します。

(緑色LED)
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位置

⑮ 

@ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑮ 

⑪ 

名称

WCV/CC PRESETJI 
CV/CC 
プリセットスイッチ

WOVP SETJI 

OVP SETスイッチ

WOVP ADJJI 
OVP設定トリマ

WovpJI 

OVP表示ランプ
(赤色LED)

WCV 
EXT R/V -PNLJI 

定電圧設定

モ}ドスイッチ

WCC 
EXT R/V-PNLJI 

定電流設定

モードスイッチ

WDIGITAL-

ANALOGJI 
コントロールモード

スイッチ

WCONTINUE-

TOGGLEJI 

出力スイッチ

モ}ドセレクター

機 能

定電圧・定電流の設定値を表示させます。

・このスイッチを押すと、電圧計②に定電圧設定値が、

電流計③に定電流設定値が表示されます。

第1章概要E

-出力 OFFの時も有効ですので、電圧、電流を負荷に加えずに
出力値や制限値の設定が行えます。

OVP (Qver Yoltage rrotector)の設定値を電圧計②に表示します0
.出力 ON/OFFのどちらの状態でも有効です。

OVPが動作する電圧を設定します。

何らかの原因で出力電圧がOVP設定値を超えると、
スイッチングを停止します。

OVPが動作したときに点灯します。

定電圧設定を WVOLTAGEJIツマミ⑥でおこなうか、

外部の抵抗や電圧でおこなうかを選択するスイッチです。

(( PNL )): WVOLTAGEJIツマミ有効
((EXT R/V)) :外部抵抗または電圧が有効

定電流設定を Wc田RENTJIツマミ⑦でおこなうか、

外部の抵抗や電圧でおこなうかを選択するスイッチです。

(( PNL )): WCURRENTJIツマミ有効

((EXT R/V)) :外部抵抗または電圧が有効

デ、ジタノレコントローノレオプションカードによるコントロールへ

切替えるためのスイッチです。

((ANALOG)) : パネル面、外部抵抗、外部電圧によるコントロール。
((DIGITAL)) : デ、ジタノレコントロールオプションカードを通したパソ

コンによるコントローノレ

出カスイッチのモードを選択するスイッチです。

((TOGGLE)) :電源投入時に出力 OFF、WOUTPUTON/OFFJI③ 

を押すたびに、

ON→OFF→ON..…・ を繰り返します。
((CONTINUE)) :電源投入後、約2秒で出力 ON、

9 

WOUTPUT ON/OFFJI③は不感となり、出力はON
に固定されます。



|第l章概要 l 

位置 名称 機 能

以下のいずれかの状態のとき点灯します。

WAL肌M~ .OVPの動作時

⑬ アラ}ム表示ランプ -内部温度の異常上昇時

(赤色LED) -外部警報信号の印加時

-出力電流が定格の 110%を超えた時

WDIGITAL 

CONTROU 

⑮ デジタルコントローノレ WDIGIT此-ANALOG~ モードスイッチ⑮で ((DIGITAL)) に

表示ランプ 設定したとき点灯します。

(緑色LED)

GP-IBオプションカ}ド【FXOP-02GI】搭載時の

⑫ WGP-IB OPTION~ 各動作時に点灯します。

⑫ GP-IBオプション WTALK~ :トーカーモード (黄色LED)
⑫ 表示ランプ WLISTEN~ : !Jスナーモード (黄色LED)

WSRQ~ :サービスリクエスト (赤色LED)

⑫ 空気取り入れ口 冷却風の取り入れ口です。

WOPTION SLOT~ 
@ オプション オプションカード未搭載時のカバーです。

スロットカバー

⑮ 空気吹出口 冷却風の吹出口です。

WEXT.CONTROL~ 
外部のアナログ系信号によるコントロール、モニター出力などに

@ 外部コントロール

コネクタ
使用します。

WSTATUS OUT~ 
⑫ ステータス出力 ステータス出力に使用します。

コネクタ

⑮ 
WSW1"-'8~ 

WEXT.CONTROL~ @を使用したときのモード切替に使用します。
DIPスイッチ

WREMOTE SENSING~ 
⑫ リモ}トセンシング リモートセンシングを行うときに使用します。

コネクタ

@ WDC OUTPUT~ 
直流出力端子です。

@ 出力端子

@ Wrh~ 本器のシャーシに接続されている接地(アース)端子です。

接地(アース)端子 アース端子のある負荷に対して接続してください。

10 



第 1章概要目

位置 名称 機 能

⑮ 
WR~ ， WS~ ， n~ @ 本器の動作電源を接続する端子です。

⑮ 
電源入力端子

⑮ 
W@~ 本器のシャーシに接続されている接地(アース)端子です。

接地(アース)端子 接地配線へ接続してください。

WBOOSTER CONTROL~ 

@ 
ブースター

本器とブースター器を接続するコネクターです。
コントロール

コネクタ

WPO冊RSW.CONTROU 

⑮ 
プ}スター

本器とブースター器を接続するコネクターです。
パワースイッチ

コネクタ

⑮ 
WSERIES CONTROU 

本器をマスタースレーブ直列運転する際、接続するコネクタです。
直列接続用コネクタ

WFAN PO阻ROUT~ 
外部のFANを駆動するための電源出力コネクタです。

@ 
外部FAN用電源出力

DC24V出力 (32OmA MAX) 

コネクタ:5557-02R (モレックス)

11 
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このペ}ジは白紙です
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この章では、設置、接続の方法について説明します。

2.1 設置場所……...・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・...・H ・..…...・H ・.........…...・H ・....・H ・.....・H ・-…...・H ・.....・H ・....・H ・-….16

2.2 動作電源の接続….....・H ・-….....・H ・…・………・………………...・H ・-…………・………………...・H ・....・...16

2.3 出力の接続……...・H ・..…...・H ・....・H ・....・H ・-…...........……・…....・H ・-…......・H ・...・H ・.....・H ・....・・H ・H ・.....・H ・....・H ・.18
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2.1 設置場所

本機を安全にお使いいただくために次の注意事項をお守り下さい。

必注意
-本機は固定した場所で使用するように設計されています。

振動のある場所では使用しないでください。(9

・可燃性ガスの発生する場所には設置しないで下さい。(9

・周囲温度O"'40'C、湿度20"'80%RH、腐食性ガスのない室内でご使用ください。 o
・ラジオ等、受信機の近くで使用しますと、受信機は妨害を受けることがあります。

-本機はファンモーターによる強制空冷を採用していますので、前面の空気取り入れ口と、

背面の空気吹出口部分を塞がないでください。 o

2.2 動作電源の接続

本機は3相180V"'220V、45Hz"'65Hzの交流電源で動作します。
本機を安全にお使いいただくために次の注意事項をお守り下さい。

A危険
・入力端子への配線を行うときは、入力電源(動作電源、 AC 1 8 0 V'" 2 2 0 V)が遮断されている

事を確認してください。

-本機はEMI儒磁妨害)を防ぐためノイズフィノレターを内蔵しています。
このため、わずかな漏れ電流があり接地せずに使用すると感電する恐れがあります。

安全のため、必ず接地してください。

生注意

@ 

@ 

・入力電源は3相 180V"'220V、周波数45"'65Hzの範囲でご使用ください。 o
・最大消費電力が供給可能な電源に接続してください。 o
・入力電源ケーブルの断面積は6Omm2以上のものをご使用ください。 o

16 



図2-1のように入力ケーブノレとアース線を接続してください。

@ @ @ 

.1， 0υm τ 

+ 

@ 

@ 

A
 

A
 

@ 

@ @I 1@ケーブル接続語L必ず添付由λ力錨子力パーを取り付けて下さ仇 | 

図2-1 動作電源の接続

入力ケープノレおよびアース線の色と端子の対応は以下のようになっています。

R:R相端子 商用電源のR相に接続します。

S:S相端子 商用電源のS相に接続します。

T:T相端子 商用電源のT相に接続します。

@:保護用接地端子 アースに接続します。

広注意

・端子台への配線の接続はしっかりと行ってください。

締め付けが弱いと端子台が発熱し、焼損する恐れがあります。

また、必ず添付の入力端子カバーを取り付けてご使用ください。

電島

17 



2.3 出力の接続

図2-2のように出力を接続してください。

也
ケーブル接続後、必ず添付の出力端子
力パーを取り付けて下さい。

@ o ② 

&， 00γ山
.dI"τL''''I' WOLTAIlI" 

同、 'OV_~'DV ~- /i¥ L' ，，~ ，ω刊 T
，.出ー山 一
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X
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同

一

X
】

S
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l
I
l
l
1
1
1
1」
J
=一
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-
ー
ト

Aω

② 

負荷

+ 

0__j L0 ~ 

nllfr士] @ 
0l:J10 0 

C 1 :電解コンデンサ
100-1000μF 

C2:フィルムコンデンサ
1-10μF 

② @ o 

図2-2出力の接続

-配線はより合わせることで負荷端でのリップノレ、ノイズを小さくすることができます。

必危険

・負荷の接続の際は、本機の動作電源がしゃ断されていることを確認してください。 轡

・本機から電圧を出力した状態 (OUTPUTON)では絶対に負荷配線を行わないでください。 ③ 
さらに、図2-2のようにC1， C 2を負荷端の近くに接続することでノイズレベルを規格値よりも小

生注意

・配線材には圧着端子を取付け、付属のピスを使って、しっかりと締め付けてください。 織
また、必ず添付の入力端子カバーを取り付けてご使用ください。

さくすることができます。

このときCl、C2は高周波インピ}ダンスの小さなものを使い、リード線は極力短く切って接続して

ください。

18 



第 3 章

基本的な使い方

この章では、基本的な使い方について説明します。

3.1 工場出荷時の設定....・ H・-…...・ H・...・H・-… H・H・-…...・H・....・H・.............…………-………………….....・ H・..20 

3.2 定電圧電源としての使い方…...・ H・...・ H・.........…......・ H・...・ H・....・H・-…-…....・H ・...・ H・....・H・-…・…….....・ H・...21

3.3 定電流電源としての使い方.………・…・・……・…....・ H・-….........…………...・ H・-…....・H・-……………….22

3.4 出力ON/OFFスイッチのモード設定…・……...........・H・H・H・..…...・H・-…....・H・.........…・….....・ H・...23

3.5 過電圧保護回路 (OVP:Over豆"oltage:erotector)…・…....・ H・...・ H・....・ H・...・H・..........…H・H・-…H・H・..24
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第3章基本的な使い方 . 

3.1 工場出荷時の設定

前面カバー内のスイッチ類(⑭~⑪)と背面DIPスイッチ (SW1"""'8)が図3-1のように

なっていることを確認してください。

仁〆川日Jオ¥ 〆

EXT v CV PNL 

|ヨ|
日TR/v CC PNLI 

I cj  I 
DIGITAL ANALOG 

I cj  I 

。
前面カバー内(すべて右側)

1 234  5 6 7 8 

zt昌害届届開j

背面DIPスイッチ

〔2478同一
他は下側 (ON)

図3-1 工場出荷時の設定

20 



第3章基本的な使し.

3.2 定電圧電源としての使い方

1) 入力電源スイッチ WPOWER~ ①をONにします。

2) プリセットスイッチ WPRESET~ ⑮を押すと、電圧計 Wv~ ②に定電圧設定値が表示さ

れます。

3) WPRESET~ ⑩を押したまま、電圧設定ツマミ WVOLTAGE~ ⑥を回し、希望する

電圧値に設定します。

4) WPRESET~ ⑩を押すと、電流計 WA~ ③には、電流制限値が表示されます。

5) WPRESET~ ⑩を押したまま、電流設定ツマミ WCURRENT~ ⑦を回し、希望する

電流制限値を設定します。

6) 出力ON/OFFスイッチ WOUTPUTON/OFF~ ③を押すと、出力電圧が立ち上が

ります。また、出力表示ランプ WOUTPUT~ ⑨(緑色)と

定電圧ランプ WCV~ ④(緑色)が点灯します。

7) さらに WOUTPUTON/OFF~ ③を押すと、出力はOFF となり、

WOUTPUT ON/OFF~ ③を押すたびに
ON→ OFF→ ON 

を繰り返します。

8) 負荷電流が電流制限値を超えると定電流モードへ移行し、出力電圧を低下させて負荷電流を

制限値に抑えます。

このとき、定電流ランプ WCC~ ⑤(樺色)が点灯します。

企注意
・負荷に並列に大容量のコンデンサが接続されていますと、電圧の立ち上がりで充電電流が流れます。

このとき出力電流が電流制限値を越えると立ち上がり時聞が長くなります。

これは立ち下がりについても同じ事がいえます。

21 
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3.3 定電流電源としての使い方

1 ) 入力電源スイッチ WPOWERJI①をONにします。

2) プリセットスイッチ WPRESETJI⑮を押すと、電流計 WAJI③に定電圧設定値が表示さ

れます。

3) WPRESETJI⑩を押したまま、電流設定ツマミ WCURRENTJI⑦を回し、希望する

電流値に設定します。

4) WPRESETJI⑮を押すと、電圧計 WvJl②には、電圧制限値が表示されます。

5) WPRESETJI⑩を押したまま、電圧設定ツマミ WVOLTAGEJI⑥を回し、希望する

電圧制限値を設定します。

6) 出力ON/OFFスイッチ WOUTPUTON/OFFJI③を押すと、出力電流が立ち上が

ります。また、出力表示ランプ WOUTPUT JI⑨(緑色)と

定電流ランプIi'CCJI⑤(樺色)が点灯します。

7) さらに WOUTPUTON/OFFJI③を押すと、出力はOFFとなり、

WOUTPUT ON/OFFJI③を押すたびに

ON→ OFF→ ON 

を繰り返します。

負荷電圧が電圧制限値を超えると定電圧モードへ移行し、出力電流を低下させて負荷電圧を制限

値に抑えます。

このとき、定電圧ランプ WCVJI④(緑色)が点灯します。

22 
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3.4 出力ON/OFFスイッチのモード設定

出力ON/OFFスイッチの動作を無効にすることができます。前面カパ}を開け、

出カスイッチモードセレクター WCONTINUE-TOGGLE~ ⑪を rCONT 1 NUEJ 

側にします。

これで出カスイッチはONに固定され、入力電源投入から、約2秒後に出力が立ち上がります。

。
EXT R/V CV PNL 

I Di I 
日TR/v CC PNL 

I Di I 

I Di I 
CONTINUE側に設定する

図3-2 WCONT 1 NUE-TOGG L E~ の設定

23 
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3.5 過電圧保護団路 (OVP:Over笠01泊geProtector) 

本器の回路故障、誤操作、定電流モードでの負荷オープンなどにより、過電圧が発生した場合に

スイッチングを停止し、負荷を保護することが出来ます。

ovpの動作電圧は、 o.6Vから定格の110%まで任意に設定することが出来ます。 OVP
回路が2ms以上の幅で過電圧を検出するとスイッチングを停止します。

0設定の方法

1) OVPセットスイッチ⑪を押すと、電圧計②にOVP設定値が表示されます。

2) OVP設定トリマ WOVPAD J JI⑫を精密ドライパーなどで回し、希望する電圧に
セットします。

OVP設定値は定電圧設定値より高め(+5%""+ 10%)に設定します0・定電流モードでの負荷オープン時にスイッチングを停止したい場合は、
OVP設定値を定電圧設定値よりも低く設定します。

3) OVPが動作すると、

OVP表示ランプ WOVPJI(赤色)とアラーム表示ランプ WALARMJI(赤色)が点灯
します。

4) OVPを解除するには、その原因を取り除いた後、入力電流スイッチを一旦OFFにして
ください。

24 
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外部コント口 }v端子
の使い方

この章では、本器を外部からコントローノレする方法を説明します。

4.1 外部コントロール端子…...・H ・-…………………………...・H ・-…・…・…………………...・H ・....・H ・.26

4.2 リモートセンシング.......・H ・-……..................….............・H ・....・H ・...・H ・-….....・H ・...・H ・-……・……....・H ・.27

4.3 出力電圧の外部コントローノレ…・……....・H ・.......・H ・-…・…....・H ・.....・H ・...・H ・....・H ・-………H ・H ・.....・H ・..29

4.4 出力電流の外部コントロール….，.・H ・-…・・……・….....・H ・-…....・H ・-…….....・H ・…・...・H ・.....・H ・……・・……..32

4.5 外部接点による出力のON/OFF............・H ・....・H ・........・H ・-……....・H ・-…・・・H ・H ・.....・H ・-….....・H ・-…35

4.6 外部接点によるスイッチング停止...・H ・-…….....・H ・....・H ・.........・・H ・H ・-…....・H ・.....・H ・...・H ・....・H ・...・H ・...36

4.7 モニター出力……....・H ・....................・H ・-…....・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・-….........・H ・...・H ・-….....・H ・-……・……37

4.8 ステータス出力...・H ・-….....・H ・-…...・H ・....・H ・....................................................................................38

4.9 直列運転….....・H ・....・H ・....・H ・-….....・H ・...・H ・-……・・・H ・H ・-…....・H ・...・H ・....・H ・....・H ・....・H ・-…・H ・H ・-…・....・H ・.40

4.10 並列運転...・H ・-….....・H ・..…...・H ・..……....・H ・…・....・H ・....・H ・....・H ・..…H ・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・-…...・H ・-……..42
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4.1 外部コントロール端子

本器の背面パネルには外部コントローノレコネクタが設けてあり DIPスイッチ

SW1""8及び、前面カバー内のスイッチと組み合わせて使うことで種々の応用が出来ます。

図4-1に外部コントロールコネクタ WEXT.CONTROL~ のピン配置とコネクタの形式

を示します。

STATUS OUT EXT.CONTOROL 

RS口口口口口司 l否口口口口口口口口口口口口口口口口~
5 16 

STATUS OUT 

MC1.5/5-GF-3.81 
または同等品本体側

(Phoenix Contact) 

ケーブル側
MC1.5/5-STF-3.81 

または同等品
(Phoenix Contact) 

EXT.CONTOROL 
MC1.5/16-GF-3.81 

または同等品本体側
(Phoenix Contact) 

ケーブル側
MC1.5/16-STF-3.81 

または同等品
(Phoenix Contact) 

図4-1 外部コントロールコネクタ

必注意

-線材の端末 (HX側)は半田処理を行わないでください。

かん合不良になることがあります。

・外部コントロールコネクタへの配線の接続はしっかりと行ってください0

.使用する線材は下記のことを守ってください。

①使用可能な線材はAWG2 8"" 1 6です。

②線材の端末 (HX側)は被覆を6.5mm剥いてください。

8

@

@
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4.2 リモートセンシング

4.2.1 

負荷までの配線による電圧降下を補償して、ロードレギュレーションの悪化を防ぐことが出来

ます。補償できる電圧は片道lVまでです。

また、センシングラインの断線による過電圧は、「設定電圧+1. 2 VJ以内に制限されます。

リモートセンシングの接続

図4-2のように配線してください。

ツイストヘ・7線

C 1 :電解コンデンサ 100.....1000μF 

C2 :フィルムコンデンサ 1....10μF 

+s + 一一S

吻吋園
ヲ石ZZ
+S 

t負荷端での出力Pップノレ・ノイズを¥
¥1低減させたいときに接続する I 

C3， 4:電解コンデンサ 16V 470μF (負荷までの配線が長い場合に接続する)

図4-2 リモートセンシング
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4.2.2 リモートセンシングコネクタへの配線方法

a)背面パネルのリモートセンシングコネクタ

WREMOTE SENSINGj@に工場出荷

時に取り付けられているジャンパ}線をはずしま

す。

《はずし方》

・コネクタ上部のピス穴をマイナスドライパーにて、

左(半時計回り)に回転させ導体固定板を下降さ

せてジャンパ一線を引き抜きます。(図4-3) 

b)リモートセンシングに用いる線材を取付けます。

《取付け方》

@ケーブノレ差込口に線材をさし込み、コネクタ上部

のピス穴をマイナスドライパーにて、

右(時計回り)に回転させ導体固定板を上昇させ

て締め付けてください。(図4-3) 

必注意

企 SENSING

+S + 一一S

ジャンパ一線

図4-3 リモートセンシングコネクタ
への配線方法

・線材の端末 (HX側)は半田処理を行わないでください。 ③ 
かん合不良になることがあります。

・リモートセンシングコネクタへの配線の接続はしっかりと行ってください。 働

・添付品以外のケーブノレを使用する場合下記のことを守ってください。 織
①使用可能な線材はAWG28""""16です。

②線材の端末 (HX側)は被覆を6.5mm剥いてください。

.OVP回路は出力端子聞の電圧を検出していますので、 OVPの設定は出力ラインの ① 
電圧降下分を加えた電圧値としてください。

・リモートセンシングをおこなった状態で、出力ラインをスイッチなどで、開閉しないでください。 ① 
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出力電圧の外部コント口ール4.3 

外部抵抗による出力電圧のコントロール (A)4.3.1 

ーMAX

-112 MAX 

A
l
出
力
電
圧

外部抵抗の値が無限大(オープン)で出力電圧がゼ

ロになる方法です。(フェイルセーフコントロール)

何種類かの抵抗をスイッチで選んで出力電圧を切り替

える場合に、切り替え時の過電圧が発生しません。

外部抵抗には最大10V、lmAの電圧、電流が印可

されます。

出力電圧は、式(1 ) RA-ー型炉10KQ 。となります。

( 1 ) (V) nu-
-、1ノ
1
一Q一Lh

-j'a

‘、
一
A
一R
×
 

出力電圧 (V)=最大出力電圧 (V)
+10 

図4-4のように配線し、背面DIPスイッチと前面カパ}内のスイッチを設定してください。

器

EXT.CONT 

本

RA RA : 0'"'-'∞ (Q) 

10V、lmA MAX 

8 

同時騒騒悶

7 6 5 4 3 2 1 

ANALOG 

EXTR八r

前面カバー内

外部抵抗RAによる電圧コントロール図4-4

血注意
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① 

領事

• RAは金属皮膜抵抗器などの温度特性のよいものを使用してください。

-指定のない前面カバー内スイッチ、 DIPスイッチは、ほかの項目の指示あるいは、

工場出荷時の設定(図3-1)に従ってください。



外部抵抗による出力電圧のコントロール (8)4.3.2 

(ショート)で出力電圧がゼ外部抵抗の値がゼロ

ロになる方法です。 MAXι一一一一

小
ー
出
力
電
圧

出力電圧は外部抵抗の値に比例します。

外部抵抗には常にlmAの電流が流れます。

となります。出力電圧は、式 (2)

10KQ RB一一歩。

(2) (V) ×RB( k Q) 
1 0 

出力電圧 (V)=最大出力電圧 (V)

器

EXT.CONT 

本

RB RB: 0"-'∞(  Q) 

10V、lmA MAX 

8 

時量欝輯韓関l
7 6 5 4 3 2 1 日TR/V CV PNL 

EXTRN -毛EII

直露日

匡主←ANALOG

亙露口 背面DIPスイッチ

SWl : OF F (上側)

(下側)ON SW2 前面カバー内

外部抵抗RBによる電圧コントロール図4-5

① 。
領動

• RBは金属皮膜抵抗器などの温度特性のよいものを使用してください。

-指定のない前面カバー内スイッチ、 DIPスイッチは、ほかの項目の指示あるいは、

工場出荷時の設定(図3-1)に従ってください。

・外部抵抗RBが一瞬でもオープンになると、出力に過電圧が発生します。

ロータリ}スイッチなどで抵抗を切り替えるときは、ショーティングタイプのものを

お使いください。

必注意
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MAX~-ーーーーーーーーーーーーー

外部電庄による出力電圧のコントロール

外部から加える直流電圧に比例した電圧を出力する

方法です。

4.3.3 

+l出
力
電
圧

0........10Vの外部電圧に対して0........最大出力電圧を出力

します。

外部電圧は 1mAの電流が取り出せるものを使用します。

出力電圧は式 (S) となります。

外部電圧ー→10V

EX1千V

。

(3) (V) 
外部電圧 (V)
× 
1 0 

出力電圧 (V)=最大出力電圧 (V)

外部電圧に対する出力精度は、 設定電圧の::t2%::t

また、直線性は約O. 05%となります。

図4-6のように配線し、背面DIPスイッチと前面カパ}内のスイッチを設定してください。

となります。1 %) (最大出力電圧のO.

器本

EXT-V 

MAX 

0........10V 

1mA 

8 7 6 5 4 3 2 1 

OFF 

ON 

EXTR八7

背面DIPスイッチ

SW1: ON  (下側)

SW2 : OF F (上側)前面カバー内

外部電圧EXT-Vによる電圧コントローノレ図4-6

①

①

轡

'EXT-Vはリップノレ、ノイズなどの少ない電圧源を使用してください。

・コントローノレコモン (5番端子)は、内部で出力端子のマイナス側に接続されています。

・指定のない前面カバー内スイッチ、 DIPスイッチは、ほかの項目の指示あるいは、

工場出荷時の設定(図3-1)に従ってください。

企注意
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出力電流の外部コントロール4.4 

外部抵抗による出力電流のコントロール (A)4.4.1 

外部電庄一~lOV

EX'干V

今
l

出
力
電
流

。

外部抵抗の値が無限大(オープン)で出力電流が

ゼロになる方法です。(フェイルセーフコントロール)

何種類かの抵抗をスイッチで選んで出力電流を切り替

える場合に、切り替え時の過電流が発生しません。

外部抵抗には最大10V、1mAの電圧、電流が印可

されます。

出力電圧は、式 (4) となります。

(4) (A) 
nu --+
 

nv
一一、、，，J
1
一Q一Lh

一，，
E

‘、
一
A
一R
×
 

出力電流 (A)=最大出力電流 (A)

図4-7のように配線し、背面DIPスイッチと前面カバー内のスイッチを設定してください。

器

EXT.CONT 

本

RA RA: 0"-'∞(  Q) 

10V、1mA MAX  

8 

古品展時騒轟イ
7 6 5 4 3 2 1 

ANALOG 

EXTR八7

前面カバー内

外部抵抗RAによる電流コントローノレ図4-7

① 

轡

企注意

. RAは金属皮膜抵抗器などの温度特性のよいものを使用してください。

-指定のない前面カバー内スイッチ、 DIPスイッチは、ほかの項目の指示あるいは、

工場出荷時の設定(図3-1)に従ってください。
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外部抵抗による出力電流のコントロール (8)4.4.2 

MAX~---一一一
で出力電流が(ショート)外部抵抗の値がゼロ

ゼロになる方法です。 小
l

出
力
電
流

出力電流は外部抵抗の値に比例します。

外部抵抗には常に1mAの電流が流れます。

10KQ 

(A) (5) 

RB一一歩。となります。

、‘，，
J

-

Q一k
一0

〆
I
F
-
-

R
一×
 

出力電流は、式 (5) 

出力電流 (A)=最大出力電流 (A)

図4-8のように配線し、背面DIPスイッチと前面カバー内のスイッチを設定してください。

器

EXT.CONT 

本

RB RB: 0'"'-'∞ (Q) 

10V、1mA MAX 

8 

宮間軒量臨時

7 6 5 4 3 2 1 

EXTR八f

前面カバー内 ON  SW4 

外部抵抗RBによる電流コントロ}ノレ図4-8

&注意
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① 

錫

種襲

. RBは金属皮膜抵抗器などの温度特性のよいものを使用してください。

-指定のない前面カバー内スイッチ、 DIPスイッチは、ほかの項目の指示あるいは、

工場出荷時の設定(図3-1)に従ってください。

・外部抵抗RBが一瞬で、もオープンになると、出力に過電流が発生します。
ロータリースイッチなどで抵抗を切り替えるときは、ショーティングタイプのものを

お使いください。



外部電圧による出力電流のコントロール4.4.3 

外部電圧ー→10V

EX'干V

MAX~ーーーーーーーーーー
外部から加える直流電圧に比例した電流を出力す

る方法です。 今
|
出
力
電
流

。

0""10Vの外部電圧に対して0""最大出力電流を

出力します。

外部電圧は 1mAの電流が取り出せるものを使用し

ます。

出力電流は式 (6)

図4-9のように配線し、背面DIPスイッチと前面カバー内のスイッチを設定してください。

(6 ) (A) 
外部電圧 (V)
× 
1 0 

となります。

出力電流 (A)=最大出力電流 (A)

器本

EX'千V0""10V 

MAX 1mA 

8 

古恩院調盟関~
7 6 5 4 3 2 1 

EXTR八7

前面カバー内

外部電圧EXT-Vによる電流コントロ ~Jレ図4-9

①

①

織

.EXT-Vはリップル、ノイズなどの少ない電圧源を使用してください。

・コントロールコモン (10番端子)は、内部で出力端子のマイナス側に接続されています0

・指定のない前面カバー内スイッチ、 DIPスイッチは、ほかの項目の指示あるいは、

工場出荷時の設定(図3-1)に従ってください。

A注意
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4.5 外部接点による出力のON/OFF

小容量の接点、またはフォトカプラの出力で本器の出力をON/OFFすることができます。

接点容量は5V. 2. 5mAで、小信号用リレーなどが使用できます。

図4-10のように配親し、背面DIPスイッチを設定してください。

この設定にしますと、前面の WOUTPUTjスイッチは無効になります。

フォトカプラまたは 接点

接点開:出力OFF

接点閉:出力ON

本器
ツイストヘ。ア線

1 234  5 6 7 8 

時騒騒害時

背面DIPスイツチ

[ SW6: OF円F

図4一 10 外部接点による出力のON/OFF

ど色注意

・デ、ジタノレコモン (16番端子)は、内部で出力端子のマイナス側に接続されています。 ① 

・指定のない前面カバー内スイッチ、 DIPスイッチは、ほかの項目の指示あるいは、 運動
工場出荷時の設定(図3-1)に従ってください。
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4.6 外部接点によるスイッチンゲ停止

小容量の接点または、フォトカプラの出力で本器のスイッチング動作を停止することができま

す。接点容量は5V • 2. 5mAで、小信号用リレーなどが使用できます。

図4-11のように配線してください。

フォトカプラ または 接点
本器

接点が閉(ショート)にてスイッチング停止となる。

図4-11 外部接点によるスイッチング停止

A注意
・デジタルコモン (16番端子)は、内部で出力端子のマイナス側に接続されています。 ① 

・スイッチング停止が行われると、前面パネルのアラーム表示ランプ WALARM~ (赤色) ① 
が点灯しステータス出力のALARMがアクティブになります。
(詳細は4. 8 ステータス出力の項参照)
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4.7 モニター出力

出力電圧、出力電流に比例した直流電圧を取り出すことができます。 外部に設置した

メーターで出力を監視したり、レコ}ダーで記録する場合に使います。

図4-12のように配線します。

電圧モニタ

DVM 
+ 

電流モニタ 本器

DVM 

図4-12 モニター出力

生注意

・この出力端子をショートすると、過電圧や過電流が発生する場合があります。 轡
ショートの可能性があるときは、出力端子に直列に5kQ程度の抵抗を入れてください。

・出力電圧、出力電流の“0"-'最大出力"に対して“0"-'1 0 V"の直流電圧を出力します。 ① 
(精度)電圧モニター:O. 2%:t2mV 
電流モニター:1. 0%:t2mV 

・外部メーターの入力インピーダンスは、 10kQ以上のものをお使いください。 毒事

・電流モニターで出力電流波形を観測することはできません。(9

・コントロールコモン (10orll番端子)は、内部で出力端子のマイナス側に接続されています。 ① 
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4.8 ステータス出力

本器の動作状況を外部へ出力することができます。出力はフォトカプラで絶縁されたオープン

コレクタで得られます。

図4-13に出力回路を示します。

CV :定電圧モードで動作していることを示します。

CC :定電流モードで動作していることを示します。

P-ON :内部の整流電圧、制御回路用電圧が

正常であることを示します。

ALARM : OVP、OCP、過温度保護、

外部信号によるスイッチング停止のい刊

れかが動作したことを示します。

S-COM :ステータスコモンです。

各フォトカブラのエミッタ側に

接続されています。

図4-13 ステータス出力回路

危注意

・出力端子は負論理でコレクターエミッタ聞がONのとき、論理“1"となります0

.ステータス出力の電気的仕様は下記のとおりです。

絶縁耐圧 :DC500V(入力、出力、シャーシに対して)
最大コレクタ電圧 :24V
最大コレクタ電流:5mA 

38 
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このページは空白です。
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第4章外部コントロール端子の使い方 . 

4.9 直列運転

2台の出力を直列に接続して、出力電圧を倍増することができます。

また、 1台のマスター機で出力をコントロールする、マスタースレーブ直列運転ができます。

図4-14のように接続し、スレープ機の背面DIPスイッチと前面カバー内のスイッチを

図4-16のように設定してください。

マスター機、スレープ機のどちらか一方がアラーム状態となったときに両方のスイッチングを

停止するには、図4ー 14の配線図に図4-15の配線を追加してください。

スレーブ機

SERIES CONT 

マスター機

SENSING 

図4-14 マスタースレーブ並列運転

スレーフ機

EXT.∞NT 

STATUS OUT 

EXT.CONT 

STATUS OUT 

図4ー 15 アラーム信号による相互スイッチング停止
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立山

Iコ

1 234  5 6 7 8 

古晶君害瞳時騒|

背面DIPスイッチ

( 1 4が下側(側

2・3・6は上側 (OFF) 

前面カバー内

図4-16 スレーブ機の設定(直列運転)

&注意

・直列運転は出力電圧300V以下、同一機種に限って可能です。

異なる機種を直列に接続すると、故障の原因になります。

.OVPの設定は、マスター機、スレーブ機それぞれで行ってください0

・スレーブ機は定電圧 (CV)モードで動作します。

-外部コントロールはマスター機でおこなってください。

・マスター機とスレーブ機のそれぞれのEXT.CONTの16番端子 (D-COM)

を接続すると故障の原因になりますので絶対に接続しないでください。

・マスター機とスレーブ機の出力電圧のバラツキは、::t2%以内です。

①

轡

①

0

8
①
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4.10 並弼運転

合計で10台までの出力を並列に接続して出力電流を増加させることができます。また、 1台

のマスター機で他のスレーブ機をコントローノレする、マスタースレーブ並列運転が可能です。

図4-17のように接続し、スレーブ機のDIPスイッチとモードセレクタースイッチを

図4-18のように接続してください。

次のスレーブ機へ

マスト機

スレープ機
#1 

7 IEXT. CONT 

スレープ機
#2 

7 IEXT. CONT 

より合わせる

より合わせる

より合わせる

図4ー 17 マスタースレーブ並剖運転
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IEXT R/V CV PNLI 

EXTRNーヤ直ヨト
IEXT R/V ∞PNLI 

EXTRN→→一惨直二日 い
川庄司吋→ANALOG
ICONTIN庇 TO前日ιl

川直鞠1

8 

ま|有員持再翻イ
7 6 5 4 3 2 1 

背面DIPスイッチ

2・3が下側 (ON)

1・4・6は上側 (OFF) 

「づ
、、U〆

前面カバー内

スレーブ機の設定(並列運転)図4-18

必注意

-並列運転は同一機種に限って可能です。

異なる機種を並列に接続すると、故障の原因になります。

・各電源のマイナス出力聞を接続している配線は絶対にオープンにしないでください0

.スレーブ機のOVPの設定は最大に設定してください。

・スレーブ機は定電流 (CC)モードで動作します。

・外部コントローノレはマスター機でおこなってください。

・マスター機とスレーブ機の出力電流のバラツキは、:t2%以内です。

。
③
織
嚇
①
轡
①
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第4章外部コントロール端子の使い方 一 目

このページは空白です。
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章

荷負
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軍
剥
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第

特

この章では、特殊な負荷として、バッテリーの充電と放電、逆電流のある負荷ノ勺レス電流負荷ついて

解説します。

5.1 バッテリーの充電…..……・.........……....・H ・-…....・H ・....….....・H ・....….....・...……・…・H ・H ・...・H ・H ・H ・........46

5.2 バッテリーの放電……・…......・H ・....…・……・……・…'"・H ・-……・・・H ・H ・……….....・H ・...・H ・-….....・H ・-……48

5.3 逆電流のある負荷.…...・H ・-…...・H ・.....・H ・…・....・H ・...........................................................................49

5.4 パノレス電流負荷..........・H ・......・H ・-…...・H ・-…・………………・…・・…...・H ・....・H ・......・H ・.....・H ・-…....・H ・....・H ・..50
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第5章特殊な負荷 目

5.1 バッテリーの充電

充電電流と充電終了電圧をあらかじめ設定しておきます。

①出カスイッチモードセレクターは WTOGGLE~ 側にします。(図 5-1) 

直覇E
3璽E
DIGITAL ANALOG 

前面カバー内

ANALOG 

TOGGLE 

図5-1 バッテリー充電の設定

②図5-2のように接続します。図中のDl波逆流防止ダイオードで、バッテリー接続時に本器

の2次平滑コンデンサーへ流れ込むサージ電流を防止します。また、出力 OFF時にダミ}抵

抗へ流れ込む電流を阻止します。

Dlは、逆耐圧と電流容量に注意して選択します。一般的に、充電電流が2A以上の場合はDl

を適当な放熱器に取り付けて冷却する必要があります。

+ 

本器 -圃'圃
ハ*ツテ1】

-田」ーーー

図5-2 バッテリー充電の接続

③本器の入力電源スイッチ WPOWER~ をONにします。

プリセットスイッチ WPRESET~ を押しながら、電流設定ツマミ WCURRENT~ で
希望する充電電流に設定します。

④プリセットスイッチ WPRESET~ を押しながら、電圧設定ツマミ WVOLTAGE~ で
充電終止電圧を設定します。

D1を入れている場合は、 D1の順方向電圧 (0. 6V.......0. 8V程度)だけ高めに設定し
ます。
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第5章特殊な負荷目

⑤出力ONーOFFスイッチ WOUTPUTJ!をおすと、定電流で充電が進行し、充電終止電

圧で定電圧に移行します。

企注意

-バッテリーを逆に接続しないでください。

本器の内部を焼損してしまいます。

・逆接続による焼損を防ぐために、ヒューズ (F1)の使用をお勧めします。
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5.2 パッテリーの放電

バッテリーの定電流放電ができます。外付けの負荷抵抗とスイッチが必要です。

図5-3のように接続します。

よ'--0(
81 ..L 

ーーー寸ーーー

本器 ーハやツテト
+ 

図5-3 バッテリー放電の接続

放電抵抗は (7)式により求めます。

R バッテリーの開放電圧 (V)
L=  (Q) .・@・・・ ( 7) 

① S 1を聞いておきます。本器の入力電源スイッチ WPOWERJ]をONにします。

②プリセットスイッチ WPRESETJ]を押しながら、電流設定ツマミ WCURRENTJ]で

放電電流を設定します。

③最大出力電圧VMAXを (8)式より求めます。

VMAX=  バッテリーの開放電庄一放電終止電圧 (V) • • • • • • (8) 

プリセットスイッチ WPRESETJ]を押しながら、電圧設定ツマミ WVOLTAGEJ]で

最大出力電圧VMAXを設定します。

④ S 1を閉じ、出力をONにします。

A注意
・S1を閉じた状態では出力のON/OFFにかかわらずバッテリーは放電されます。 ① 
放電終止電圧に達したら、 S1を聞いて放電を停止してください。
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逆電流のある負荷

本器は負荷からの逆電流に対して出力電圧を安定化する機能を持ちません。逆電流が最大吸い

込み電流 (7-3項参照)を超えると出力電圧は定格以上まで上昇し、内部回路を破損すること

があります。

図5-4のように、ダミー抵抗Rsを取り付けることにより逆電流を分流させることで出力電圧

を安定にすることができます。

5.3 

逆電流lR

4咽一一一一

ダミー抵抗

Rs 
器本

vo 
RSく一一一
IR 
とする

ダミー抵抗による逆電流の吸収図5-4

また、図5-5のようにパルス状の逆電流が流れる場合は、負荷に並列に大容量のコンデンサ(数

千~数万μF)を接続することで出力電圧を安定化できます。

01円ト
¥二電流

+
↑
仙
+
-

10 
-一一一一一一一個』

器本

パルス逆電流の場合図5-5

8 
曜講

-本器に定格を超える電圧を出力端子に加えないでください。

・インバータモータ負荷で、回生による逆電流があるときは、専用のプレーキユニット

などを使用して、過電圧の発生を押さえてください。

A注意
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|第5章特殊な負荷 . 

5.4 パルス電流負荷

OA 

負荷電流が一瞬でも定電流(電流制限)値を超えると定電流回路が動作するため、出力電圧は

不安定になります。

負荷電流がパルス状の場合、ピーク電流が制限値を超えないように注意してください。本器の電

流計は、出力電流の平均値を表示しますので、電流計だけでは判断できません。

ピーク電流により制限回路が間欠的に動作すると、 ccランプが薄く点灯します。このような負
荷の場合、負荷に並列に大容量のコンデンサを接続することで安定度を改善することができます。

(図5-6) 

a.負荷電流波形 b. コンデンサによる改善

図5-6 パルス逆電流の場合
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第 6 章

子、ジタノレコント口ール

HXシリーズはオプションボード WFXOP-O1 TB~ を実装することにより

GP-IBまたはRS-232Cによるデ、ジタルコントロールが可能で、す。

本章ではコントロールシステムの構成、制御できる機能について説明します。

6.1 システムの構成……………....・H ・....・H ・....……H ・H ・-・…...・H ・-…・…・……・…・…....・H ・…...........・H ・-…….52

6.2 機能 H ・H ・-……H ・H ・-…H ・H ・...……・・…H ・H ・-……・・...................................................................................53

6.3 HXの設定...・H ・....・H ・....…・…....・H ・.....・H ・…・.....................................................................................54
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6.1 システムの構成

システムの構成を図6-1に示します。 FXOP-01TBは独立したアドレスを持ちます。

HX 

HX 

図6-1 システム構成

DA-ADボード ~FXOP-O 1 TBJ]の実装は工場オプションとなります。

~FXOP-O 1 TBJ]には12ピットD/Aコンパータ 2チャンネノレ、

8ピットD/Aコンパータ 1チャンネノレ、マルチプレクサ付12ピットA/Dコンパータ 1チャ

ンネルが内蔵されており、出力パラメータの設定、出力電圧・電流の測定と設定値の読み出しが

可能です。

GP-IB/RS232Cプログラマ ~TC-911FJ]はパソコンに接続して

~ F X 0 P -0 1 T B J] (HXシリーズ電源)をコントローノレするために使用します。

~FXOP-O 1 TBJ]と ~TC-9 11 F J]は、 ~FXOP-O 1 TBJ]付属のローカノレパス
ケーブル (20Pフラットケーブル)で接続されます。

~TC-9 11 FJ] 1 台に対して ~FXOP-O 1 TBJ]を 16台(すなわち HXシリ}ズ

電源を 16台)接続することができるので、 GP-IBの1アドレスあるいはRS-232Cの

1ポートで多チャンネノレの電源をコントローノレすることができます。
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第6章デジタルコントロールE

6.2 機能

WFXOP-01TB~ と WTC-911 F~ によるコントロール機能を示します。

動作 制御項目 分解能・機能

定電圧値 定格電圧の0.025%

定電流値 定格電流の0.025%

。V P 値 定格電圧X1. 1の約O. 4% 
設定

出カスイッチ ON/OFF 

入力トリップ トリップコマンドによりスイッチング停止

アラームリセット アラームによるスイッチング停止からの復帰

出力電圧 O. 025% 

出力電流 O. 025% 

ステータス CV， CC 
読み出し

ア フ ーム OVP， OCP， OP，内部整流電圧

設定値 各設定値リードパック

I . D 形名、各設定フノレスケーノレ

HXシリーズ直流電源は機種により I・D (認識番号)が異なります。 WTC9 11 F ~はシス

テムが起動すると、自動的にシステム上のすべての電源の I・Dを読み込みます。これ以後、各

設定値や測定値は、パソコンのプログラム上で実際の電圧値、電流値として取り扱うことができ

ます。

53 



6.3 HXの設定

図6-2にHXシリーズをデジタルコントローノレモードで使用する際の設定を示します。

一一寸

ぞfヰ

DIGITAL側に設定する

16 

図6-2 デジタルコントローノレの設定

A注意
-指定のない前面カバー内のスイッチはデ、ジタノレコントローノレモードでは不感となります0

.デジタルコントロールモ}ドでは下記のものが不感となります。

①電圧設定ツマミ WVOLTAGE~
②電流設定ツマミ WCURRENT~
③出力ON/OFFスイッチ WOUTPUT
④ OVP設定トリマ WOVP ADJ~ 

ON/OF F ~ 
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この章では、本器の保証期間、保守サービス、日常の点検等について説明します。

7.1 保証期聞について....・...…....・ H・....・ H・H・H・...・ H・....・H・...・ H・.....・ H ・....・H・...…・・………-…・…・…・…・…・・・H ・H ・...56

7.2 保守サービスについて...・H・-…...・H・-….........……~...・ H・....・ H・............……・・…...・H・-…….....・H・...・H・-….56

7.3 保守と点検…・…....・ H・-…....・H・-…….....・ H・...・H・-…...・H・-…・…・・…...・ H・......・ H・...・ H・...・ H・.....・ H・-…H・H・....・H ・.56
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7.1 保証期間について

納入品の保証期間は、納入から 1年間といたします。この期間中に当社の責任による、製造上

および部品の劣化による故障を生じた場合は、無償修理を行ないます。ただし天災、取扱いの誤

り等による故障、当社外において改造などが行なわれた製品の修理は有償となります。

7.2 保守サービスについて

納入後2年目以降は有償となります。

随時、保守サービスは行なっており、その都度料金を申し受けします。

7.3 保守と点検

いつまでも初期の性能を保ちさらに不足の事故を事前に防ぐために、一定期間ごとに点検を

お願いします。

①カバー、パネノレ面

薄めた中性洗剤かアルコールを布につけ軽く拭き取りして、からぶきしてください。

②入出力ケーブル

入出力ケープ、ノレにキズ等がないか点検してください。

③ファンモーターについて

ファンモ}ターの寿命は周囲温度400Cにて約40，000時間です。

異常音がないか点検してください。

企危険

・弊社の係員または弊社の指定するサービスマン以外の方は、本器のカバーを外したり、 o 
分解したりしないでください。

本器の内部には高電圧を発生する部分があり、誤って触れますと感電する危険があります。

企注意

・ファンモーターの交換は保守サービスでの対応となります。 ① 
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|第8章仕様 E 

8.1 出力仕様

TVPE 20V1200A 

出力電圧 0'"'-'20V 

出力電流 0'"'-'1200A 

最大出力電力 24000W 

8.2 入力仕様

TYPE 20V1200A 

動作電源 AC180'"'-'220V，3相， 45'"'-'65Hz

入力電流 *1 135A以下

入力カ率 *1 O. 6以上

電力効率 *1 90%以上

突入入力
320A 

(ピーク値)

8.3 定電圧特性

TVPE 20V1200A 

ロ}ドレギュレ】ション *2 0.01%+ (最大出力電圧のO. 005 %)以下

ラインレ平ュレサョン *3 0.01%+ (最大出力電圧のO. 003 %)以下

9770ル(実効値)* 4 40 mVr.m. s以下

過渡回復時間 *5 1m s e c以内

250msec 
金負荷

7.吋・Fミw時間 250msec 
*6 

250msec 
無負荷

2000msec 

最大吸い込み電流 2. OA::!:5% 
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8.4 定電流特性

TYPE 20V1200A 

ロートeレキeユレーション*7 O. 1 %+  (最大出力電流のO. 02%)以下

ラインレキ'ュレーション*2 O. 05%+ (最大出力電流のO. 005 %)以下

97プル(実効値)* 3 最大出力電流のO. 2%以下

8.5 計測・表示

TYPE 20V1200A 

表示 2 o. 0 

電圧 確度 O. 1 %+  2 digit (23:t50C) 

温度係数 1 00 p pm/oC 

表示 1200 

電流 確度 O. 5 % + 2 digi t (23:t5"C) 

温度係数 1 5 0 p pm/oC 

8.6 保護機能

TYPE 20V1200A 

過電圧 動作範囲 O. 1"'22. OV 

保護団路 スイッチング停止(出力OFF)
(ovp) 動作

ディレイ時間 2msec、動作電圧のプリセット可能

-ファンモータ停止などにより放熱部の温度が850Cを超えると

過温度保護回路 スイッチングを停止

-突入防止抵抗に内蔵された温度ヒューズが 135"Cにて溶断

過大入力電流保護 1ユニット 40Aのヒューズによる保護

8.7 リモートセンシング

-負荷までの導線による電圧降下を、片道1Vまで補償可能。

・センシングラインの断線による、出力電圧の上昇は1. 2V以内に制限される0

.出力電力は出力端にて最大出力電力以内であること。
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|第8章仕様 E 

8.8 その他の機能

出力スイッチ (OUTPUT) OUTPUTスイッチにより出力のON-OFFが可能

プリセットスイッチ
rPRESETJスイッチにより、下記の動作が可能
-出力0即時:出力電圧、出力電流の設定

(P肥SET)
-出力ON時:過電圧設定値の確認

動作モード表示 各動作モードをLEDにて表示

並列接続運転 同一機種を10台まで並列接続し、マスター機1台で制御可能

直列接続運転 同一機種2台を直列接続し、マスター機1台で制御可能

電圧
フノレスケールに対してDC10V出力
確度:o.郷土2mV 非絶縁

モニタ}出力

電流
プルスケーノレに対してDC10V出力
確度:1覧:t2mV 非絶縁

8.9 外部コントロール

出力電圧 外部抵抗 0"'10kQ (Bカーブ)、 0'"∞Q(Aカーブ)

コントロール 外部電圧 DCO"'10V (外部抵抗を併用して利得調整可能)

出力電流 外部抵抗 0"'10kQ (Bカーブ)、 0'"∞Q(Aカーブ)

コントロール 外部電流 DCO"'10V (外部抵抗を併用して利得調整可能)

出力ON-OFFコントロール 外部接点、又はフォトカプラにより可能

cv (定電圧)、 cc(定電流)、 P-ON(入力電源正常)、
ステータス出力 ALM(異常)の4点についてフォトカプラで絶縁された

オープンコレクタにて出力

8.10 絶縁・耐圧

絶縁
DC500Vメガーにて、 20MQ以上
入力 出力、入力一シャーシ、出力一シャーシ各聞

AC1. 5kV・1分間
耐圧

入力出力、入力一シャーシ各間

DC+ACにて、 500Vピ}ク以下
対接地電圧

出力接地間(出力電圧を含む)
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第8章仕様I

8.11 冷却

冷却方式 -ファンモーターによる強制空冷

8.12 動作環境

動作 0"'40"C 
周囲温度

保存 -20"'700C 

湿度
動作 20"'80%RH 

保存 20"'85%RH 

その他 凍結、結露、腐食性ガスのないこと

8.13 寸法・質量

TYPE 20V1200A 

W: 54 8mm 
外形寸法 H: 156 7mm (キャスター、アイボルト含む)

D:1032mm 

質量(約) 200kg以下

入力端子 パー端子

出力端子 パー端子

注) *1 :AC200V3相入力、最大出力電力のとき

合2:負荷電流の0"'100%に対してセンシングポイントにて測定。

*3 :入力電圧の:t10%に対して

*4 : 20Hz'" 1 MHzにて

*5 :'負荷電流の50%"'100%の急変に対して、出カ電圧が0.1%:t10mV以内に回復

する時間

*6 : rOUTPUTJスイッチによる出力の rON-OFFJ、または外部コントロールにより、

最終設定電圧に対する誤差が1%以内に回復する時間

*7 :出力電圧が0'"最大値の変動に対して
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このページは白紙です
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注1，塗装色はマンセル N 6. 5色半ツヤとする。
注2，公差引用規格はJ1 S B-405-Vとする。

図中の( )寸法は参考寸法を示す。
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付録 I 

付録3 外部コントロール回路図

F一一一一一V-R1
CVR. ~11 

」一一一一一一-V-R2
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&-[+1OV 
SW1 

定電圧基準

OV - -10V 
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SW3 
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-Mon i tor B----<電肺門

h
 

*1出力電圧301V以上の機種では、点線内の
回路はありません。
また、Rxの値は機種により異なります。
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